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いま、大学に求められていること。 そして、その実現のために必要なこと。

定員厳格化が進む今、離学率を抑えて入学者数を維持するという課題に、多くの大学が頭を悩ませています。

そんな時代だからこそ、大学が持つ「教育力」と「価値」がますます問われています。 「UNIPROVE 学生カルテ・ポート

フォリオ」が実現するのは、学生が自ら目標を立て主体的に学修していく環境づくり。 そして、入学から卒業まで一貫

して学生を教職員がサポートするしくみづくり。 時代が変わっても選ばれる大学であるために、必須のシステムです。

● 学生が置かれている状況を把握したい

● 学生一人ひとりのスキルを見える化したい

● 学生のキャリア設計を個別にサポートしたい

学生の学修設計を支援

UNIPROVE 学生カルテ・ポートフォリオ

「教育力」と「価値」で選ばれる大学であるために

学生カルテ

成績から出席率、就職活動まで

さまざまな学生情報を一元化

ポートフォリオ

学生自身による学修目標の設定や

プロセス策定、分析、改善を支援

2つの機能の融合が実現する多彩なメリット

● 学生にもっと目的意識や主体性を持たせたい

● 学生の情報をもっと効率的に集めたい

● 成績が下がっている学生をすぐに把握したい

● ゼミ生の就職活動の状況や悩みを知りたい

● 最近、大学に来ていない学生がいないかチェックしたい

教職員は

個々の学生に応じた指導ができる

学生は

自分の成長がひと目でわかる

同じシステムだから

使いやすく管理しやすい

教職員は「学生カルテ」から、「ポート

フォリオ」の情報（学生が入力した目

標、日々の悩み、希望の進路など）

も閲覧可能。それぞれの学生の状況

に適した指導を行うことができます。

学生は「ポートフォリオ」から、成績な

どの自分の情報を確認可能。 点在

する情報を一元化して、画面から確

認できるので、自分の状態を参照し

ながら目標を立てられます。

「学生カルテ」と「ポートフォリオ」が同

一システムとして使えるため、データの

一元管理が可能。 2つの機能を同じ

使い勝手で利用でき、システムへのロ

グインも一度で済みます。

“学生カルテ” と “ポートフォリオ”を融合
教職員の教育力向上と学生の学修意欲促進を支援します



お問い合わせページより、商品・サービスをお選びください。

商品・サービスに関するお問い合わせ・ご相談受付

株式会社 日立ソリューションズ・クリエイト

©Hitachi Solutions Create, Ltd. 2026. All rights reserved.

Webによる受付

www.hitachi-solutions-create.co.jp/inq.html

メールによる受付

hsc-contact@mlc.hitachi-solutions.com

www.hitachi-solutions-create.co.jp/

ご相談・ご依頼いただいた内容は回答などのため、当社の関連会社（日立ソリューションズグループ会社）

および株式会社日立製作所に提供（共同利用も含む）することがあります。

取り扱いには十分注意し、お客さまの許可なく他の目的に使用することはありません。

学生カルテ

HSC202605

製品仕様は、改良のため予告なく変更する場合がございます。最新情報は、当社Webページをご参照ください。
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UNIPROVEシリーズは、大学の「教育力」と「価値」の向上をお手伝いする総合システムです

シリーズ一覧

UNIPROVE 学務
大学の運営の根幹となる学務事務分野をサポートし、

教務、進路支援、学納金、奨学金、入試などの機能を網羅する学務情報システム

UNIPROVE 証明書
職員の手に代わって証明書をスピード発行し、

学生サービス向上に貢献する証明書自動発行システム

UNIPROVE ポータル
学生をはじめとする学内の全ユーザーを各種学内サービスにナビゲートし、

情報活用を促進する全学ポータルシステム

UNIPROVE 学生カルテ・ポートフォリオ
学生の学修設計をたてるポートフォリオ機能と、

教職員が学生を支援する学生カルテ機能を融合したシステム

UNIPROVE データ連携基盤
大学内にある各システムに共通するデータの連携業務を管理する

データ連携ポリシー基盤

事前に設定された条件で簡単に検索

学生情報の効率的な収集・閲覧で、教職員の教育力向上をサポート

「成績が低下している学生」や「就職活動中の学生」

など、使用頻度の高い検索条件を事前に設定。

ボタンをクリックするだけで、指導が必要な学生をすば

やく検索できます。

学生の状況をアイコンで分かりやすく表示

検索結果一覧の画面には、GPAや出席率といった概

要を分かりやすいアイコンで表示。詳細な学生情報

画面に遷移する前に、ひと目で学生の傾向を把握

できます。

特長●学生との面談記録を登録・共有化できるメモ機能

教職員が学生と面談した際の指導内容や学生の悩みをメモとして登録可能。 他の教職員が

登録したメモも参照できるので、教職員間で学生の状況に関する情報を共有して適切な指導

やアドバイスに役立てられます。 なお、メモの共有範囲は部署単位から個人単位まで細かく設

定できます。

ポートフォリオ

大学の特性や運用に合った

「目標シート」を設定可能

PDCAサイクルに基づいた学修設計支援で学生の学修意欲を促進

「数値目標」「選択目標」「文章による目標」の3つの

テンプレートを用意。これらのテンプレートを組み合わせ

ることで、大学の運用に合った「目標シート」を教職員

の画面から簡単に作成できます。

学生が自分の状況をすぐに確認可能

学生が目標を設定する際は、自分の学生カルテを閲

覧することで成績や出席に関する情報を確認可能。

自分の状態や能力を客観的に把握しながら目標を

設定できます。

   

  

    
 

    

  

     

     

  

       

          

  

         

                

●ポートフォリオの利用イメージ
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